
計算化学的手法により、従来の分析化学的手法では困難だった原子・分子・分子集合体の可視化が可能です．本セミナー

では，COVID-19ワクチンにも応用されている脂質ナノ粒子の設計において，従来の分析手法に相補的に分子シミュレー

ションを応用した解析手法により，脂質ナノ粒子の微細構造や粒子の全体構造の可視化、さらに分子間相互作用を評価し

た事例について紹介いたします．また、難溶解性原薬の製剤化技術である固体分散体製剤について、安定化機構を分子レ

ベルで解析した手法についても解説いたします。
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『分子シミュレーションによる超分解能の分子状態分析』
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◎カフェインとグルタル酸の共粉砕における新規結晶形態の検出
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